
ＴＫＣコラム･･･【ゼウスの戯言】（2025 年 09 月 17 日） 

タイトル～【ファインプレー】参照に「ハネモノの運用」を検証してみる。 

時折『忘れていたのか？』のように、ハネモノ新機種がリリースされる様になった、昨今のパチンコ新機種事情。 

そして今秋、ついに出ました【ＰファインプレーＨ３（マルホン工業）】が！！ 

そんなんこんなんで、「稼働貢献１５０週超え」を目指す【ハネモノ運用・活用】について、記してみたいと思います。 

 

■ホールが「ハネモノ」を導入する目的は何だ？ 

遊技機の評価には【５つの貢献力】の評価があり、その中の『どの項目が主たる目的なのか？』を問い正したい。 

 

 

 

要は『何の為にハネモノを買ったの？』と言う話になるのだが、まさか「売上に期待」とかじゃないですよね（汗。 

結局のところ【稼働貢献力】じゃないんですか？（※この時点で「違う」と言う人は、以下文章は読まなくて結構です） 

ではココで、「４パチ・ハネモノ」の過去機種の稼働貢献状況を見てみましょう。  

  

巷で良く耳にする【稼働貢献週】と言う指標がありますが、『稼働（と言う数値）を取りたい』のであれば、ハネモノ導入

の選択は最良の選択とも言えるでしょう。逆に『否定する理由が見当たらない』と言う状況と結果ですね。 

 

■一応、確認しておきたい【粗利貢献力】。 

粗利に関する参考数値を『どこに求めるか？』次第で、参考数値は変わってくるが、とりあえず【玉粗利】を検証。 

 

 

 

 

 

ザックリまとめると、「導入時は玉粗利＝０.１円（１０銭）」程度のスタートから、それを維持継続している状況が分かる。 

本来なら『その後も同等の玉粗利を維持すべき』かと思うのですが、なぜか『玉粗利から台粗利に意識が移る』傾向

があり、結果的に「稼働が下がり始めた時期から玉粗利が高くなって行く」と言う状況を垣間見ることが出来ます。 

粗利貢献に関しては、『どの数値を基準におくのか？』次第で、稼働に大きく影響しますので、再考も必要かも･･･ 

【４パチ・ハネモノ】稼働状況

① ＰニュートキオＶ１ 2021年6⽉21⽇ １６４週/終了 ２２１週

② Ｐポチッと一発おだてブタ２ Ｖ１ 2024年1⽉9⽇ ９２週/継続中 ９２週

③ ＰニュートキオGREEN Ｖ１ 2024年2⽉5⽇ ３９週/終了 ７９週

④ Ｐファミリースタジアム ＭＤ 2025年1⽉20⽇ ３８週/継続中 ３８週

⑤ Ｐファインプレー Ｈ３ 2025年10⽉19⽇ ？？？ ***

機種名 導入開始⽇ 稼働貢献週 現在

【５つの貢献力】とは・・・ 

（１）集客貢献力  （２）売上貢献力  （３）稼働貢献力  （１）粗利貢献力  （１）資産貢献力 

●【ニュートキオ】･･･「導入～４０週」が「玉粗利＝０.１０円」程度。 ４０週以後は「同＝０.２０円弱」 

●【おだてブタ】･･･「導入～４０週」が「玉粗利＝０.１０円強」。 ４０週以後は「同＝０.１５円」程度。 

●【ニュートキオ GREEN】･･･「導入～４０週」が「玉粗利＝０.１０円弱」。 ４０週以後は「同＝０.３０円」程度。 

●【ファミリースタジアム】･･･「導入～１０週」が「玉粗利＝０.３０円」程度。 １０週以後は「同＝０.２０円」程度 



●さてココで、＜一つのご提案＞です 

ハネモノの稼働維持を最大限に引き上げる運用は・・・【週粗利＝１万円】を意識する事です。 

１年間５２週で機械代金回収、その後の「１００週間で１００万円の累計粗利」と言うスケジュールが最強稼働への道！ 

「週粗利＝１万円」と言う事は、日毎での算出をすると「÷７日」で、「日粗利＝１，４３０円」計算。 

仮に、「週間平均アウト＝２０，０００個」ならば、玉粗利は結果的に「０．０７円（７銭）」の営業結果となります。 

この考え方の場合、稼働（アウト値）の上下が伴うので、「玉粗利は結果論」と考えます。 

 

この運用の面白いところは、日毎によっては『赤字の状況が存在する』と言う事です。 

それも店舗側が意図しない状況で現れる事になります。 

現状のハネモノ機種においては、基本的に当り時の「平均＝５～６Ｒ」に対して「１０ラウンド振分」があり、プレイヤー

の引き次第では上振れ・下振れが発生します。 

そんな状況を加味し、「ランダム出現の赤字の日」承知の上で【週粗利＝１万円】運用をオススメしておきます。 

 

***さて、ココから【ファインプレー】の具体的運用について触れてみたいと思います*** 

■役物のスペック（仕様）確認。 

 

 

 

 

 

簡単に総評すると・・・ 

（１）：『役物確率はちょっと甘い傾向』と言える（※右ＳＰルート分が加味されているとして） 

（２）：【拾玉率】ですが、概ね「４０％前後」と推測され、「若干低め」と感じる。（役物の甘さの分が影響） 

（３）：出玉性能は。ラウンド振分は「ほぼ１／３分割」となっており、意図的な偏りは無く、いい感じですね。 

 

●ハネ開放における【電チューロング開放の留意点】 

この機種の一つの特徴として、通常時の「普図抽選当選」からの「電チュー開放」があります。 

（※電チュー入賞（１カウント）＝ハネは「０．６秒×２回開放」となる） 

これは、通常時の【左普図ゲート】通過時に当り抽選を行っており、その抽選確率は「１／６２．３」となります。 

（※当り詳細は、「ショート開放（０．１秒）＝８６％」 or 「ロング開放（５．５秒）＝１４％」） 

 

キーポイントの【電チューロング開放】ですが・・・ 

先ず「普図抽選」の所要時間は、普図ゲート通過時「約２秒」で、１分間で最大３０回程度の抽選が可能となります。 

ロング開放の出現確率は「１／４４４．６」ですので、概ね１５分に１回の出現となります。 

ココで問題です。・・・では『普図ゲートの通過の有無？』と『その回数は？』となります。 

その回答としては・・・通常時に「最低３５個」程度の通過率は確保すべきと考えます。 

こう言う「ちょっとした遊び心」も、シンプル遊技になりがちのハネモノ機種にとっては、重要な遊技アイテムの一つで

すので、ホール運用としても『ちゃんと使ってあげましょう。』と申し上げておきたいところです。 

しかも、この「普図ゲート」って、下アタッカーの大当り開放開始のスイッチにもなっていますのでメチャ重要です！ 

 

【ハネ開放】・・・＜①開放＞「通常０．４秒」「ロング１．３秒」・＜②開放＞「通常０．６秒×２回」 

【Ｖ入賞の確率】・・・「合算＝１／１２．５」（「左ルート＝1/１４．５」・「右ルート＝１／３．３」） 

【出玉性能】・・・下アタッカーによる出玉～「実２Ｒ＝２３４個」「実４Ｒ＝４６８個」「実９Ｒ＝１，０５３個」 

※当り平均ラウンドは「５．１６Ｒ」。ＴＯは「１Ｒ＝約１５秒」の消化時間と想定されます。 



■ストレスの無い役物作動の【設置傾斜】について 

この機種の特徴として、センター役物上での「玉の滞留時間が長い」傾向です。 

しかしこれが、＜ユーザー＞からは「ハズレ演出を引き延ばしている無駄な時間」と捉えられる可能性と、＜ホール＞

としては「その分の稼働が止まっている時間」となりますので、双方にとってプラス材料は少ないと考えられます。 

よって、設置傾斜は・・・「２分以下（１分５厘）」を推奨します。 

 

■出玉獲得の為の【下アタッカー】について 

●正直なところ「１Ｒ＝約１５秒」と言う所要時間は、下実９Ｒの消化時間は「２分以上」が必要となり、今のパチンコ（１

０Ｒ消化＝約１分）で慣れた感覚からすると、相応に『遅い！』と感じると思います。 

これを解消するにも、アタッカーへの寄り玉率には特に気を配って頂き、少しでもストレスの無い大当り体感を提供し

て頂ければ幸いです。 

●また、カウント（９Ｃ）オーバー入賞率は、「０．４個/１Ｒ」程度が想定されます。（※実９Ｒ当り時で２個程度） 

オーバー入賞を狙った、いわゆる「捻り打ち」の効果は未知数で「全く効果が無い訳で無い」とは思いますが、右打

ち玉がムダ玉になる可能性も含めて、実営業に大きな影響が出るとは考え難いと判断します。 

●Ｔ１Ｙの数値的には、「通常時のＢ値分の賞球も、大当りの出玉賞球数に加算される」事になりますので、先のカウ

ントオーバー入賞の有無含めて、相応に『バラツキ幅は大きくなる』と考えておいてください。 

 

■最後に＜まとめ＞ 

今回、【Ｐはねものファインプレー】のリリースに乗じて、「ハネモノの運用」そのものの考え方、あわせて「ファインプレ

ー」の具体的運用指針の一部を記させて頂きました。 

『パチンコの稼働が･･･』とお嘆きならば、【稼働を取れる機種で稼働を残せる運用】にチャレンジする事も・・・ 

「今は是！」では無いでしょうか？ 

コストを掛けた稼働ゼロの１台を置いておくなら、１年かけてコスト回収の機種があっても良いんじゃないですか？ 

 

たまぁ～にリリースされる＜ハネモノ＞しかり、最近の＜デカヘソ＞系とか、＜甘デジ系＞とか・・・ 

当然ながら、『４円パチンコのメイン機種にはなりません。』（ハイ。誰もが分かっています） 

しかし、その少数ニッチなレア商品を、「無視してスルーする」事を否定致しませんが、そんなレア商品をユーザーさ

んに対して、『どう提供するのか？』を考えるべき時代でもあると思います。 

ぶっちゃけ、大手法人さんが手がけたら、中小店舗は追いつけなくなりますよ（汗） 

 

まぁ何はともあれ、ハネモノ導入店舗様には『マジで頑張って頂きたい』と、心から願っております。 

 

＜このコラムは、無料コンテンツ に該当しております。情報共有可としますが、転載・改ざん等はお控えください＞ 

＜また、文章・資料等の所有権は、「有限会社トータル・ノウ・コネクションズ」に帰属いたします＞ 
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